
月
、
筆
者
は
そ
れ
ま
で
の
黒
沢
惟
昭
代
表
の
あ
と
を
つ
い
で
、
日
教
組
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
国
民
教
育
文

化
総
合
研
究
所
（
教
育
総
研
）
の
代
表
と
な
っ
た
。
日
教
組
と
全
教
と
の
分
裂
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
国
民
教

育
研
究
所
が
教
育
総
研
に
変
わ
っ
た
の
は
一
九
九
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
当
時
は
所
長
と
い
っ
て
い
た
が
、

初
代
所
長
に
は
後
述
す
る
海
老
原
治
善
先
生
が
就
任
し
た
。
そ
れ
以
前
の
教
育
政
策
研
究
会
や
日
教
組
・
第
二

次
教
育
制
度
検
討
委
員
会
（
大
田
堯
委
員
長
、
一
九
七
九
年
発
足
、
一
九
八
三
年
に
最
終
報
告
書
）
に
参
加
す

る
な
か
で
海
老
原
先
生
を
仲
立
ち
と
し
て
日
教
組
の
か
か
わ
り
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
教
育
総
研

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
い
っ
そ
う
か
か
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
間
に

書
い
た
論
文
は
、
日
教
組
の
教
育
運
動
を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
な
っ
て
い
る
。

三
つ
め
の
特
徴
は
、
今
の
日
本
の
教
育
学
研
究
の
な
か
で
無
視
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
持
田
栄
一
先
生
、
海
老

原
先
生
の
理
論
研
究
を
意
識
し
て
書
い
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
と
く
に
今
日
の
「
教
育
の
公
共
性
」
論
に

か
ら
む
公
教
育
論
に
関
し
て
は
そ
の
意
識
が
強
い
。
な
あ
、
海
老
原
理
論
に
つ
い
て
は
、
過
日
、『
教
育
理
論
の

継
承
と
発
展
│
│
海
老
原
教
育
学
の
地
平
を
踏
ま
え
て
』
で
仲
間
と
検
討
し
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
本

に
載
せ
た
二
本
の
論
文
を
修
正
の
上
で
本
書
に
転
載
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
は
か
な
り
以
前
に
書
い
た
論
文
か
ら
、
本
書
の
刊
行
に
際
し
て
書
き
下
ろ
し
た
論
文
ま
で

を
集
め
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
書
い
た
時
点
で
の
政
治
状
況
や
、
筆
者
自
身
の
運
動
と
の
か

か
わ
り
の
度
合
い
の
違
い
を
反
映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
い
く
ぶ
ん
一
貫
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
教
育
政
策
の
分
析
や
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
論
点
を
網
羅
的
に
示
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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あ
と
が
き

二
〇
〇
五
年
九
月
一
一
日
投
票
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
、
小
泉
純
一
郎
首
相
が
率
い
る
自
由
民
主
党
が
地
滑
り

的
勝
利
を
お
さ
め
、
政
権
交
代
を
訴
え
た
民
主
党
は
あ
え
な
く
大
敗
。「
郵
政
民
営
化
」
だ
け
を
訴
え
、
自
民
党

内
反
対
勢
力
を
「
刺
客
」
に
よ
っ
て
追
い
落
と
す
と
い
う
戦
術
が
功
を
奏
し
た
。
野
党
は
「
郵
政
民
営
化
」
だ
け

を
訴
え
る
と
い
う
や
り
か
た
に
反
発
し
た
が
、
そ
の
底
流
に
あ
る
小
泉
構
造
改
革
に
ま
で
深
く
入
り
込
む
戦
術
は

と
り
え
な
か
っ
た
し
、
取
り
得
た
と
し
て
も
選
挙
民
の
耳
に
は
届
か
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

小
泉
首
相
が
「
郵
政
民
営
化
」
だ
け
を
訴
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
か
れ
の
狙
う
構
造
改
革
が
止
ま
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
加
速
す
る
で
あ
ろ
う
。
公
明
党
と
の
協
議
で
な
か
な
か
前
に
す
す
ま
な
い
教
育
基
本
法
改
悪
が
ど

う
な
る
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
本
書
の
第
２
部
第
５
章
で
分
析
し
た
、
教
育
の
規
制
緩
和
と
地
方
分
権
化
は
か

な
り
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
本
書
は
、
小
泉
構
造
改
革
に
も
と
づ
く
今
の
日
本
の
教
育
政
策
を
分
析
し
そ
の
特
徴
と
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
し
た
小
泉
構
造
改
革
的
教
育
政

策
に
い
た
る
臨
時
教
育
審
議
会
以
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
動
向
を
分
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
教
育
政
策
と
の
対
立
、
拮
抗
、
協
調
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
日
本
教
職
員
組

合
（
日
教
組
）
の
教
育
運
動
を
か
な
り
意
識
し
な
が
ら
書
い
た
論
文
が
多
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
四
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ら
、
何
も
国
家
に
限
ら
な
い
。
何
ら
か
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
な
ら
、
超
国
家
的
政
治

共
同
体
さ
え
も
原
理
的
に
は
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
今
回
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
問
題
を
追
究
す
る
な
か
で
よ
り
構
造
的
に
考
え

る
よ
う
に
し
た
い
。
地
方
分
権
化
に
関
す
る
、
第
２
部
第
５
章
の
「
教
育
の
分
権
化
に
向
け
て
」
で
具
体
的
に

提
言
し
た
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
日
的
に
は
か
な
り
実
現
を
見
た
も
の
や
、
逆
に
国
立
大
学
の
県
立
移
行

の
と
い
う
提
案
と
は
ま
っ
た
く
違
う
方
向
の
法
人
化
に
実
際
に
は
す
す
ん
だ
も
の
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
も
の

の
、
当
時
の
筆
者
な
り
の
提
言
だ
っ
た
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
掲
し
て
い
る
。
な
お
、
特
別
支
援

教
育
に
か
か
わ
る
政
策
や
運
動
も
筆
者
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
今
回
は
掲
載
し
て
は
い
な
い
。

本
書
に
掲
載
し
た
論
文
の
初
出
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
初
出
の
時
と
表
題
を
変
え
た
も
の
が
「『
学
力
』
問

題
と
教
育
政
策
」
で
あ
り
、
内
容
的
に
手
を
加
え
て
一
部
大
幅
に
書
き
直
し
た
の
が
「
公
教
育
論
の
現
在
と
課

題
」
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
部
教
育
政
策
研
究
の
理
論
的
課
題

１．

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
政
策

書
き
下
ろ
し

２．

公
教
育
論
の
現
在
と
課
題

嶺
井
正
也
編
著
『
教
育
理
論
の
継
承
と
発
展
│
│
海
老
原
教
育
学
の
地
平
を
ふ
ま
え
て
』
ア
ド
バ
ン

あとがき
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今
後
は
市
民
社
会
に
お
け
る
教
育
の
機
能
や
制
度
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
つ
つ
、
教
育
を
市
民
社
会
と
国
家

と
の
関
連
構
造
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
政
策
論
と
し
て
新
た
に
理
論
的
か
つ
現
実
的
な
提
起
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
国
民
教
育
論
」
を
含
む
国
民
教
育
に
つ
い
て
筆
者
は
か
つ
て
は
外
在
的
に
批
判
す
る
と

い
う
姿
勢
が
強
か
っ
た
が
、「
国
民
」
概
念
そ
の
も
の
を
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
内
包
す
る
も
の
見
直
す
と
い
う
作

業
を
通
じ
て
内
在
的
に
と
ら
え
か
え
す
よ
う
に
し
て
、
運
動
論
的
な
問
題
提
起
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
い
ち
早
く
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
概
念
に
注
目
し
て
論
文
を
書
い
た
こ
ろ
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
は
、
ハ
バ
ー
マ
ス
の
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
点
と
も
重
な
り
な
っ
て
く
る
（
高
野
昌
行

「
訳
者
あ
と
が
き
」、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
他
者
の
受
容
』
法
政
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

近
代
の
国
民
国
家
に
は
問
題
点
が
あ
る
。「
国
民
」
が
内
部
に
は
連
帯
を
も
た
ら
す
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
結
び
つ
く
と
き
外
部
に
敵
対
す
る
も
の
と
な
っ
て
き
た
歴
史
は
否
定
し
よ
う
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ハ
バ
ー
マ
ス
は
、
こ
の
問
題
点
は
連
帯
に
必
然
的
に
伴
う
問
題
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
新
た
な
連
帯
を
生
み
出
す
に
て
き
た
国
民
国
家
の
歴
史
的
成
果
を
生
か
す
に
は
、
民
族
を

土
台
と
す
る
文
化
・
運
命
的
共
同
体
と
し
て
の
国
民
と
い
う
「
ロ
マ
ン
主
義
的
概
念
」
－
あ
る
い
は
何
ら

か
の
同
質
性
を
土
台
に
し
た
「
実
体
的
国
民
概
念
」
－
を
払
拭
し
、
法
主
体
と
し
て
の
国
家
市
民
か
ら
な

る
「
国
民
」
概
念
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
国
家
は
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
許
容
す
る
「
包
括
的
共
同
体
」
に
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
政
治
的
共
同
体
を
考
え
る
な
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嶺
井
正
也
編
著
『
教
育
理
論
の
継
承
と
発
展
│
│
海
老
原
教
育
学
の
地
平
を
ふ
ま
え
て
』
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
所
収

５．

教
育
の
分
権
化
に
向
け
て

並
河
信
乃
編
『
分
権
社
会
の
創
造

国
家
主
権
打
破
へ
の
シ
ナ
リ
オ
』
東
洋
経
済
新
社
、

一
九
九

六
年

６．

現
代
子
ど
も
像
と
人
権
・
学
習
権
の
確
立

海
老
原
治
善
編
『
実
践
講
座
学
校
事
務

第
３
巻
』
エ
ム
テ
ィ
出
版
、
一
九
九
一
年

７．

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
確
立
に
向
け
て

日
本
教
育
制
度
学
会
編
『
教
育
改
革
へ
の
提
言
集
』

東
信
堂
、
二
〇
〇
二
年

８．

加
速
す
る
能
力
主
義
・
競
争
主
義
の
教
育

国
民
教
育
文
化
総
合
研
究
所
編
『
季
刊

教
育
と
文
化
』
第
31
号
、
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
、

二
〇
〇
三
年

第
３
部
教
育
基
本
法
「
改
正
」
と
教
育
政
策

１．

教
育
基
本
法
「
改
正
」
論
議
の
あ
ゆ
み

国
民
教
育
文
化
総
合
研
究
所
編
『
季
刊

教
育
と
文
化
』
第
21
号
、
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
、

二
〇
〇
〇
年

２．

教
育
基
本
法
制
定
時
を
検
証
す
る

国
民
教
育
文
化
総
合
研
究
所
・
教
育
基
本
法
問
題
研
究
委
員
会
『
教
育
基
本
法
の

改
悪

は
許
せ

あとがき
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テ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
所
収

３．

教
育
に
お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
問
題

教
育
政
策
研
究
会
編
『
教
育
政
策
研
究

一
九
八
七
年
夏
季
特
別
号
』
一
九
八
七
年
、
所
収

４．

民
族
教
育
論
の
系
譜

斎
籐
秋
男
・
土
井
正
興
・
本
多
公
栄
編
『
教
育
の
な
か
の
民
族

日
本
と
中
国
』
明
石
書
店
、
一
九

八
八
年

５．

教
育
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
国
家

日
本
教
育
行
政
学
会
編
『
日
本
教
育
行
政
学
会
年
報
４

教
育

課
程
行
政
』
教
育
開
発
研
究

所
、
一
九
七
八
年

第
２
部
現
代
日
本
の
教
育
政
策

１．

構
造
改
革
の
展
開
と
教
育
政
策
の
特
質

日
本
教
育
政
策
学
会
『
日
本
教
育
政
策
学
会
年
報
９

構
造
改
革
と
教
育
政
策
』
八
月
書
館
、
二
〇

〇
二
年

２．
「
学
力
」
問
題
と
教
育
政
策
（
原
題；
「
学
力
」
問
題
の
日
本
的
特
質
を
考
え
る
）

国
民
教
育
文
化
総
合
研
究
所
『
教
育
総
研
年
報
二
〇
〇
四
』
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年

３．

新
し
い
教
育
運
動
と
教
育
政
策
の
変
化

熊
谷
一
乗
・
国
祐
道
広
・
嶺
井
正
也
編
著
『
転
換
期
の
教
育
政
策
』
八
月
書
館
、
一
九
八
八
年

４．

地
域
教
育
計
画
論
の
思
想
と
課
題
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な
い
』
二
〇
〇
三
年

３．

奉
仕
活
動
・
「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
背
景
と
目
的
は
何
か

国
民
教
育
文
化
総
合
研
究
所
編
『
季
刊

教
育
と
文
化
』
第
29
号
、
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
、

二
〇
〇
二
年

４．

道
徳
教
育
と
家
庭
の
教
育
責
任
が
強
調
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
？

永
井
憲
一
・
暉
峻
淑
子
編
著
『
教
育
基
本
法
「
見
直
し
」
に
反
論
す
る
』
か
も
が
わ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、

二
〇
〇
二
年

第
４
部
イ
タ
リ
ア
の
教
育
政
策

１．

体
系
化
へ
の
模
索
〜
イ
タ
リ
ア
の
生
涯
学
習

佐
久
間
孝
正
・
黒
沢
惟
昭
編
著
『
苦
悩
す
る
先
進

国
の
生
涯
学
習
』
社
会
評
論
社
、
一
九
九
六
年

２．

モ
ラ
ッ
テ
ィ
教
育
改
革
の
基
本
構
造
（
原
題：

モ
ラ
ッ
テ
ィ
教
育
改
革
に
関
す
る
一
考
察
）

日
本
教
育
制
度
学
会
編
『
教
育
制
度
研
究

第
10
号

諸
外
国
に
お
け
る
教
育
制
度
改
革
の
争
点
を

問
う
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
三
年

最
後
に
、
な
か
な
か
第
１
部
第
１
章
を
書
き
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
筆
者
の
作
業
を
辛
抱
強
く
待
っ

て
い
た
だ
き
、
出
版
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
た
だ
い
た
八
月
書
簡
の
み
な
さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
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